
　地金の高騰により、
ジュエリーにも目が向け
られている。身に着けて
楽しんだり、受け継がれ
て地金価格以上の価値
ある大切なものであっ
たり、想い出だったりと、
いろんなカタチの価値
がある中で、一つの答え
を出した書籍が3月26
日から発売された。
　それは、諏訪恭一氏が監修した宝
石箱に眠る指輪が、日本の歴史を物語
る 「̶日本人の指輪100年」である。
　宝石とは、人々が身に着けて楽しみ、
人から人へ受け継がれ、価値を持ち続
けるものを前提とした時、一体どのよう
な宝石が受け継がれ、宝石の価値とは
何なのかを具体的に提示したのが、同
書である。
　同書では、宝石の中でも最も身近で
使用頻度の高い指輪にフォーカスし、
あらゆる年代の指輪を集めた。その指
輪がどのような歴史的背景で作られた
ものなのかを日本の歴史とともに考察
し、宝石と地金および仕立ての良し悪し
を考慮した基本価値を算出している。
　「自分の持っている指輪の価値が分
かる」というのは、歴史を紐解いた背景
から割り出されたものと仕立ての良し
悪しを考慮した基本価値としての目安
のことである。
　指輪を製作年代順に並べることで
見えてくる歴史がある。貧しい時代で
あったからこそ磨かれた日本の職人技

や合成石の普及、婚約
指輪として立爪のダイ
ヤモンドリングが一世
を風靡した時代、地金
と宝石が贅沢に使われ
るようになった華やか
なバブル期、そして昔の
宝石が還流されるよう
になった現代。日本人
が好んできた指輪の変
遷を辿ることで、日本の

歴史背景までもが読み取れるという。
  原稿を執筆したのは、諏訪氏が主催
している「宝石を手に取る会」の参加者
25名で、宝石の専門家から宝石学の
入門者まで様々。専門的な知識のほ
か、指輪から受けた印象・感想といっ
た一般的な視点もあり、学びと共感が
ともに得られる内容となっている。
 また、合成石とはどういったものなの
か、模造石の見分け方や張り合わせ石
の構造など、これまであまり語られるこ
とのなかった人工生産物についてのコ
ラムを掲載しているほか、65年前のゴ
ム型を用いて日本の伝統技巧「千本透
かし」の再現や歴史的に貴重な資料を
掲載するなど、充実した内容になって
いる。
　▼「日本人の指輪100年」＝仕様：
A5判／256
頁 、定 価：
3,850円、発
行：㈱世界
文化社。

　プラチナ･ギルド･インターナ
ショナル㈱（PGI）が毎年開催す
る、プラチナ･ジュエリーの販売に
携わる人々を対象とした無料のセ
ミナーが、短期間で正しい知識を
簡単に学べると、好評を博してい
る。
　毎年5月に開催され、今年は東
京と大阪の主要都市で開催する

と実施概要が発
表された。
　PGIの活動の
中でも、販売員教
育は重要な役割
を担ってきた。特
にこの「プラチナ・
ベーシックセミ
ナー」は、プラチナ
の正しい知識を
誰でも簡単に学
べる場として、長
年にわたり提供し
ている人気のプロ
グラム。
　宝飾店はじめ
広く宝飾業界の
人々を対象とし、
新入社員からベ

テランのスタッフまで、何名でも気軽に
参加できる短時間のセミナーだ。
　社会情勢の変化やさまざまな不安
を背景に貴金属に注目が集まる現在、
貴金属ジュエリーに対する一般消費
者の関心も高まり、販売側には、貴金
属素材の価値や特性の正確な知識が
一層求められている。
　しかしプラチナ・ジュエリーの販売
には、それらの情報提供に加えて情緒
的価値の共有が必須であり、ジュエ
リーを手にする人の満足感や高揚感
を引き出すことこそが重要である。
　同セミナーは、プラチナ・ジュエリー
の販売力向上のための実践的な学び
に注力している。知識の習得に加え、
宝飾販売の課題を共有するひとつの
機会と捉え、有効に活用してほしいと
全国の宝飾店へ呼びかけている。

■セミナー内容＝1．プラチナの基礎
知識、2．セールストーク実習（グルー
プワーク）。
■会場・日時＝【東京】＝5月19日（火）
　＝午前の部10時～12時30分、午
後の部14時～16時30分。場所は第
一ホテル東京。【大阪】＝5月22日（金）
＝9時30分～12時。場所はハービス
OSAKA。
■参加費＝無料
■申込み＝受付は4月1日～5月8日ま

で、オンライ
ンのみ（各
会場定員に
なり次第締
め 切 る ）。
QRコード。

　ジュエリーの集積産地・甲府に集う宝
飾企業などで構成される、協同組合山
梨県ジュエリー協会（YJA。甲府市。理
事長：柳本力）は、山梨・宝石のまち甲府
にある『宝飾業界の未来』を担い、更なる
躍進を遂げるため主催団体としてプロの
ためのトレードショー（BtoB）「山梨ジュ

エリーフェア2026」（YJA）を、4月8日
（水）～10日（金）、宝飾の街・甲府にある
アイメッセ山梨展示ホール（山梨県立産
業展示交流館）で開催する。
　山梨県は宝石の研磨・貴金属加工
から製品化まで、ジュエリーに関するあ
らゆる製造機能が集中する世界的にも
非常に珍しい宝飾品・集積産地であ

り、県内には1000近くのジュエリー関
係業者が集まっている。
　YJFは甲府が誇る最大のイベントで
あり、産地ならではの多様な商品構成
と新作商品は国内市場だけでなく、海
外のバイヤーからも注目を集める展示
会として毎年好評を博している。

　今回も県内・県外の多くの企業から
の出展が見込まれ、これまで以上のス
ケールになることが期待されている。

　県外からは遠距離シャトルバスが便
利。東京駅、横浜、名古屋から片道料
金1000円で会場に直行できる上、会
場内で使える1000円分のチケットがも
らえるのでランチや地元のお土産に使
えばお得である。また、甲府駅から会場
までの循環バスも運行される。
　さらに、来場者から毎回好評の「工

場見学ツアー」が、3日間毎日開催さ
れ、7本のコースが準備されている。
■4月8日＝、11時～、13時30分～、
15時30分～の3回にわたり、「山梨県
産業技術センターによる『最先端鑑別
技術ツアー』」。
■4月9日＝10時～㈱石友、13時～㈱
ラッキーアンドカンパニー。
■4月10日＝10時～㈱石友、13時～
㈱クロスフォー。
　各コースの見学時間は1時間ほど。
すべて無料。
　また、商品に付加価値を加える後押
しとなるべく職人技術の加工実演を披
露するほか、加工相談や企業マッチン
グなどの相談にも対応する。さらに、
YJA終了後の4月11・12日には、甲府
駅北口を中心に国内最大の野外ミネラ
ルショー「甲府ジェムマーケット」が開
催される。県と地域を巻き込んだ地場
産業の発展に、期待が掛かっている。

誰もが安心して宝石が持てる環境を目指し
基本価値を算出した「日本人の指輪100年」を発売
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